
地

名

調

査

雑

感

こ
の
度
縁
あ

っ
て
、
駅
家
町
法
成
寺
、
万
能
倉
地
区
の
地
名
に

つ
い
て
の
話
を
と

頼
ま
れ
、
古
墳

・
条
里
制
以
来

の
古

い
土
地

な
の
で
さ
ぞ
　
由
緒
あ
る
地
名
が
多

い

だ
ろ
う
と
期
待
し
た
が
、
開
発
と
発
展

の
テ
ン
ポ

の
早

い
地
域
な
の
で
必
ず
し
も
特

異

な
地
名
な
ど
少
な
い
と
云
う
感
を
い
だ
い
た
。

倭
名
類
緊
抄
、
延
喜
式
、
古
事
類
苑
、
国
造
本
記
、
古
事
記
な
ど
に
あ
る
地
名
は

限
ら
れ
て
お
り
然
も
そ
れ
が
現
在

の
ど
こ
に
当
る
か
、
さ
だ
か
で
な
い
が
、
こ
れ
に

つ
い
て
は
既
に
先
学
が
多
く
の
説
を
な
さ
れ
て
い
る
の
で
重
複
を
さ
け
、
備
南

の

一

部

に
あ

っ
た
と
思
わ
れ
る
古
地
名
を

一
覧
的

に
表
示
し
て
お
き
ま
す
。

一
、
吉
備
王
国
の
分
解
と
地
名

五
世
紀
を
中
心
と
し
た
吉
備
王
国
と
大
和
王
国
の
対
立
の
結
果
、
吉
備
本
国
の
五

分
割

（
上
道
、
三
野
、
下
道
、
香
屋
、
笠
臣
）
と
周
辺
地
域

（
主
と
し
て
備
後
）

に

国
造

の
設
置
伝
説

（穴
国
造
、
品
治
国
造
）

な
ど
が
あ
る
。

こ
れ
よ
り
以
来

に
品
治

郡
の
設
置
が
考
え
ら
れ
る
。

こ
う
し
て

一
枚
岩

の
吉
備
王
国
を
分
立
さ
せ
て
そ
の
後
、

六
世
紀
を
中
心
に
周
辺
部
に
直
轄
領
屯
倉
を
設
置
し
て
い
る
。
安
閑
記
に
み
え
る
吉

備
後
国
の
五
屯
倉

（後
月
、
多
面
、
来
履
、
葉
稚
、
河
音
）
を
置

い
て
い
る
。

こ
れ

ら
は
現
在

の
備
中
国
内

に
比
定
さ
れ
て
い
る
の
で
問
題
が
あ
る
。
姻
郷
国
の
屯
倉
と

出

内

博

し
て
騰
殖

・
殖
年
部
の
二
屯
倉
が
み
え
る
。

（諸
説
が
あ
っ
て
現
地
名
比
定
で
き
ず

＝
広
島
県
史
参
照
）

二
、
倭
名
類
蒙
抄
を
中
心
と
し
た
地
名

大
化
改
新

（
六
四
五
年
）
以
来
数
十
年
を
費
し
て
律
令
体
制
が
整
備
さ
れ
国

・
郡

（評
）
里
の
行
政
組
織
が

一
応
で
き
あ
が
る
が
、
備
後
国
が
正
式
に
い
つ
成
立
し
た

か
も
厳
密
に
は
い
え
な
い

一
応

天
武
二
年

（六
七
三
年
）
備
後
国
司
、
自
雉
を
神

石
郡
に
獲
り

て
貢
す

と
あ
る
が
種
々
問
題
も
あ
る

（広
島
県
史
参
照
）
。
小
さ
な

地
名
は
よ
く
わ
か
ら
な
い
。
倭
名
抄
は
十
世
紀
に
源
順
が
編
集
し
た
も
の
で
あ
り
、

備
後
十
四
郡
の
う
ち
当
地
区
に
か
ヽ
わ
る
も
の
は
深
津
郡

（養
老
五
年

（
七
二

一
）

安
那
郡
よ
分
割
）
に
中
海
、
大
野
、
大
宅
の
三
郷

・
品
治
郡

（和
銅
二
年

（
七
〇
九
）

三
郷
を
芦
田
郡
に
割
与
）
に
品
治

・

道
、
佐
我
、
石
茂
、
神
田
、
服
織
の
六
郷

・

芦
田
郡

（和
銅
二
年

（
七
〇
九
）
甲
奴
郡
新
設
に
よ
り
割
与

・
品
治
郡
の

一
部
合
併
）

に
広
鉛

・
葦
浦

・
都
爾

・
葦
田

・
駅
家
の
五
郷
が
み
え
て
い
る
。
こ
れ
が
現
在
の
ど

こ
に
比
定
さ
れ
る
か
は
い
ろ
い
ろ
説
の
分
れ
る
処
で
あ
る
が
、
い
ず
れ
に
し
て
も
十

世
紀
の
書
物
で
あ
る
。
そ
の
な
か
に
備
後
全
部
の
郷
が
六
五
で
あ
る
が
、
宝
亀
五
年

（
七
七
四
）
頃
の
″
律
書
残
扁
ク
に
は
郷
の
数
九
〇
、
そ
の
下
の
里
の
数
は

一
六

一
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と
あ
り
、
最
近
問
題
と
な
っ
て
い
る
木
簡

（平
城
宮
跡
）
の
中
に
神
石
郡
加
茂
郷
な

ど
と
い
う
木
簡
も
あ
り
、
長
い
間
の
変
遷
や
そ
の
地
塩
の
起
源
を
さ
ぐ
る
の
は
容
易

で
は
な
い
。

倭
名
抄
よ
り
少
し
早
い
時
に
で
き
た
霊
異
記

（
八
三
二
年
頃
）
に
は
宝
亀
九
年

（
七
七
八
）

一
二
月
備
後
の
葦
購
郡
の
大
曲
の
里
の
人
　
品
知
牧
人
が
正
月
の
買
物

の
た
め
深
津
市
に
行
く
途
中
、
満
儀
を
助
け
る
話
で
燭
談
が
「
吾
は
葦
田
の
部
屋
穴

国
の
郷
の
弟
公
で
叔
父
に
殺
さ
れ
た
」
と
い
き
つ
を
語
る
場
が
あ
る
が
こ
ゝ
に
出
る

大
曲
菫
と
か
ヤ
ナ
ク
ニ
の
里
な
ど
現
在
の
燿
不
明
で
あ
る
が
実
際
に
は
多
く
の
自
然

村
落
が
出
来

つ
ゝ
あ
っ
た
事
を
物
語

っ
て
い
る
。

二
、
地
名
の
も
と
を
さ
ぐ
る

倭
名
抄
の
地
名
を
考
え
る
場
合
、
和
銅
六
年

（
七

一
三
）
の
風
土
記
献
上
の
事
を

頭
に
お
か
ね
ば
な
ら
ぬ
。

続
霞
本
紀
和
鏑
五
年
五
月
の
条
に
″
畿
内
七
道
諸
国
郡
郷
名
著
好
字
、
…
…

」
と

あ
り
藝
伝
で
伝
わ
っ
た
地
名
が
漢
字
に
な
り
、
然
も
そ
れ
が
後
世
二
字
に
限
定
さ
れ

る
傾
向
が
あ
り
こ
の
為
に
原
義
を
横

っ
て
伝
承
し
、
逸
議
が
生
ま
れ
た
も
の
が
多
い

と
思
わ
れ
る
。

風
上
記
以
来
地
名
が
変
り
、
多
く
の
自
然
村
落
が
生
じ
る
歴
史
的
節
目
と
し
て

一

応
次
の
よ
う
な
段
階
が
考
え
ら
れ
、
現
在
で
も
そ
の
時
々
の
地
名
の
痕
跡
が
、
化
石

か
石
器
の
よ
う
に
思
わ
ぬ
処
か
ら
発
見
さ
れ
る
。
地
名
の
変
遷
、
発
生
の
プ
ロ
グ
ラ
ム

を

一
応
次
の
よ
う
に
設
定
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

Ｏ
　
自
然
的
地
名

地
名
は
社
会
的
産
物
で
あ
り
、
二
人
以
上
の
人
間
が
共
通
の
生
漂
空
間
を
も

つ
時

に
必
要
な
も
の
で
、
初
め
は
ご
く
単
純
明
解
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
そ
の
場
合
大

自
然
の
偉
大
な
力
の
中
で
小
さ
な
生
活
の
い
と
な
み
を
す
る
人
間
に
と
っ
て
自
然
の

状
態
は
何
に
も
ま
き
る
力
で
違

っ
て
く
る
の
で
自
然
か
ら
特
定
場
所

（地
名
）
を
生

ず
る
の
が
最
も
多
い
。
然
も
こ
の
地
名
は
限
ら
れ
た
集
理
の
中

の
了
解
で
済
む
と
い

う
機
麗
性
と
、
生
活
空
間
が
広
ま
り
集
襲
が
大
き
く
な
っ
た
時
に
必
要
な
普
遍
性
が

あ
り
歴
史
の
流
れ
と
共
に
変
遷
す
る
事
が
多
い
。

「
今
日
は
対
叫

の，
稲
刈
り
だ
」
と

云
う
場
合

一
反
が

一
三
枚
に
も
分
れ
て
い
る
谷
田
の
中
の

一
番
大
き
い
田
で
あ
る
こ

と
は
そ
の
家
族
及
び
両
隣
位
に
は
通
用
す
る
地
名
で
あ
る
。
こ
う
し
た
地
名
の
機
別

性
が
よ
り
広
い
地
域
の
地
名
に
な
る
普
遍
性
は
、
人
間
の
生
活
空
間
の
広
が
り
、
生

活
形
式
の
難
晨
等
多
く
の
要
素
が
働
い
て
い
る
。
そ
う
し
て
出
来
た
地
名
も
長
い
間

の
音
便
や
方
言
の
変
化
、
慣
習
の
変
化
で
わ
か
ら
な
く
な
る
も
の
が
多
い
。
漢
字
に

ま
ど
わ
さ
れ
た
り
し
て
地
名
の
解
釈
や
語
源
さ
が
し
は

一
つ
の
ロ
マ
ン
で
は
あ
る
が
、

学
問
と
し
て
は
極
め
て
頼
り
な
い
も
の
と
い
え
よ
う
。
気
候
、
風
土
、
植
生
、
地
形
、

水
系
等
人
間
が

一
番
最
初
に
接
す
る
自
然
的
地
名
が
多

い
が
こ
れ
ら
の
中
に
は
、
随

分
と
わ
か
り
に
く
い
も
の
が
あ
る
。
現
実
に
法
成
寺
、
万
能
倉
地
区
の
地
名
の
中
で

そ
の
い
く
つ
か
を
考
え
て
み
よ
う
。

②
　
歴
史
的
鍵
名
、
宗
教
、
民
俗
的
地
名

村
の
成
立
の
歴
史
の
過
程
で
大
き
く
地
名
が
変
っ
た
と
思
わ
れ
る
節
日
は
、
わ
班

田
制
の
施
行
と
風
土
記
の
撰
上
と
い
う
七
～
八
世
紀
の
甕
と
思
わ
れ
る
が
こ
れ
に
つ

い
て
は
倭
名
抄
や
延
書
式
な
ど
で
そ
の

一
部
が
う
か
が
え
る
だ
け
で
自
然
の
中
で
き

び
し
い
生
き
方
を
し
て
い
る
人
間
の
血
の
通
っ
た
地
名
は
な
か
な
か
浮
ん
で
こ
な
い
。

＜口
律
令
制
が
ゆ
る
み
班
田
制
が
崩
れ
る
時
に

一
方
で
は
貴
族

・
寺
社
に
よ
る
荒
地
の
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囲

い
こ
み
式
墾
田
地
系

の
荘
園
が
出
来

る
の
で
あ
る
。
耕
作

・
貢
租
引
請
人
と
し
て

の
田
堵
の
出
現
更
に
営
み
と
し
て
開
発
し
た
私
墾
田
の
掌
握
を
確
実
な
も
の
に
す
る

た
め
の
名
田
制
と
そ
れ
を
基
盤
と
す
る
寄
進
地
系
荘
園
が
で
き
る
時
期

で
あ
る
。

人
名

の
集
落
、
ゲ
シ
、
ク
モ
ン
な
ど
の
荘
官
地
名
な
ど
或

い
は
特
定
業
務
、
信
仰
に

ま

つ
わ
る
免
田
な
ど
こ
の
期

の
も

の
は
山
間
部

に
い
く
ほ
ど
多
く
残

っ
て
い
る
。

０
守
護
、
地
頭
が
設
置
さ
れ
新
し
い
自
然
村
等
が
で
き
る
。　
〓
二
世
紀
～

一
四
世
紀

も
山
城
と
か
砦

・
館
な
ど
を
中
心
と
し
た
新
し
い
地
名
が
続
々
出
て
く
る
。
中
に
は

自
分
の
本
貫
地
の
地
名
を
移
す
も
の
な
ど
あ
る
。

０
こ
の
後
秀
吉
、
家
康
に
よ
っ
て
近
世
の
統

一
的
農
村
が
編
成
さ
れ
る
過
程
で
荘

園
が
解
体
し
、
小
さ
な
村
が
出
現
す
る
。　
一
地

一
作
人
主
義
か
ら
個
々
の
土
地
の
所

在
を
明
確
化
す
る
た
め
に
お
び
た
ゞ
し
い
数
の
場
所
特
定
の
地
名
が
生
ず
る
。

③
明
治

の
地
租
改
正
以
降
、
市
町
村
編
成
法
や
、
地
番
制

な
ど
に
よ

っ
て
随
分
面

白

い
、
無
茶

な
地
名
も

つ
け
ら
れ
た
。
更

に
戦
後

の
開
発
で
紅
葉
丘
、
五
月
丘
、
月

見
ケ
丘
な
ど
ま
さ
に
百
花
僚
乱
で
あ
る
。

こ
う
し
た
中

で
せ
め
て
地
図

や
記
録

の
上

に
だ
け
に
で
も
生
活
と
共

に
歩
ん
だ
地
名
を
残
し
て
お
く
こ
と
が
必
要

な
の
で
は
な

い
の
だ
ろ
う
か
。

法
成
寺
地
区
の
地
名

開
発

の
テ
ン
ポ
が
早
く
、
然
も
常

に
政
治
的
経
済
的
動
き
の
中
心
に
近

い
地
域

な

の
で
あ
ま
り
旧

い
地
名
は
な
い
が
、
元
録

一
三
年

の
検
地
帳
と
明
治
初
年

（
不
明
？
）

の
地
籍
図

の
地
名
を
対
比
し
て
み
る
と
検
地
帳

に
あ
る
も
の
約
八
〇
、
地
籍
図

の
も

の
約

一
二
二
で
二
〇
〇
年
間
の
変
化
を
偲

ぶ
こ
と
が
で
き
る
両
方
共
通
し
た
も
の
が

五
八
と
約
半
数

で
あ
る
。

法
成
寺
と
い
う
地
名
か
ら
有
名
な
藤
原
道
長
の
建
立
し
た
法
成
寺

に
結
び

つ
け
ら

れ
て
い
る
が
、
法
成
寺
が
法
城
寺
と
混
同
し
て
使
用
さ
れ
て
い
る
事

（福
山
志
料

備
陽
六
郡
誌
）

や
栄
華
物
語
に
″
摂
政
殿
国
々
ま
で
さ
る
べ
き
公
事
を
ば
さ
る
も

の

に
し
て
、
先
ず

こ
の
御
堂

の
事
を
先

に
仕

ふ
ま

つ
る
べ
き
信
言

い
賜

い
て
方
四
方
を

廻
し
て
大
垣
し
て
瓦
葺
き
た
る
た
・…
と
記
さ
れ
更

に
小
右
記
寛
仁
三
年

（
一
〇

一
九
）

七
月

一
四
日
の
条
に
ク
入
道
殿
忽
願
、
被
奉
造
丈
六
金
色
阿
弥
陀
仏
十
界
、
四
天
王

彼
殿
東
地
造
十

一
間
、
可
被
安
置
、
以
受
領

一
人
充
、　
一
間
可
彼
造
云
、
従
昨
日
始

本
作
、
摂
政
不
甘
心
云
々
資

…
と
あ
り
国
事
を
さ
し
お
い
で
国
司

一
人
に

一
間
を
割

り
あ
て
ゝ
華
麗
を
競
わ
し
た
堂

で
あ
る
が
、
同
じ
小
右
記
の
中

に
″
天
下
の
地
悉
く

一
の
家

の
領
と
な
り
、
公
領
は
立
錐

の
地
も
な
き
か
″
と
歎

い
て
い
る
時
で
あ
る
。

一
寺
毎
に
特
別
な
荘
園
を
設
立
し
た
と
は
思
え
な
い
。
全
国
的
に
み
て
も
法
成
寺
と

い
う
地
名
は
少

な
く
、
時

の
権
勢
を
誇

っ
た
法
成
寺

の
荘
園
と
い
う
も
の
は
考
え
ら

れ
ず
小
右
記
に
記
す
如
く
天
下
大
半
の
地
が
摂
関
家
領
で
あ

っ
た
事
を
思
え
ば
殊
更

一
寺

の
荘
園
を
発
想
す

の
が
む
ず
か
し
い
様
に
思
わ
れ
る
。
法
成
寺

の
地
名
が
戦
国

期
に
は
出
来

て
い
た
事
は
岡
大
附
属
図
書
館

に
平
川
範
義

（備
中

の
豪
族
）
旧
蔵
文

書

に
″
今
度
於
椋
山
法
成
寺
兵
部
大
夫
雑
意
仕
候
処
籠
護
相
届
申
致
御
供
無
相
違
罷

退
候
、
忠
節
神
妙
候
弥
可
抽
忠
功
者
也

″

天
文
十

（年
欠
）

（
一
六
世
紀
初
）

二
月
廿
四
日
　
　
　
　
実
信

（註
）

（平
川
）

内
藤
新
右
衛
門
尉
殿

（註
）

（神
石
豊
松
）

な
ど
に
よ
っ
て
知
る
こ
と
が
で
き
る
。
法
成
寺

は
ク
放
生
会

の
行

な
わ
れ
た
地

″
と

い
う
高
垣
不
敏
氏

の
説
も

一
概

に
捨

て
き
れ
な
い
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

（天
暦

二
年
、
九
四
八
年
と
い
う
非
常

に
縁
起

の
古

い
当
八
幡

の
伝
承
に

つ
い
て
の
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吉
岡
恒
夫
氏
の
説
を
参
照
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。
個
々
の
小
字
の
地
名
に
つ
い
て
の

私
見
を
述
べ
ま
し
た
の
で
御
批
判
を
仰
ぎ
た
い
と
思
い
ま
す
。

法

成

寺

地

区

の

地

名

鳥

越
と
ば
か
ら
砂
曲
道

四
日
市

か
ど
前

も
ち
田
よ
り
沖

か
ね

つ
き

趣
平

に
ご
谷

検
地
帳
釜
様
１３
生

に
あ
る
も

の

長

石
鳥
越

鳥

羽
四
舞
市

門
前
晨 濡

霧
黒
ケ
坪

吉
ケ
坪

角
笠
池

慾
力
子

ツ
キ

近
末
池
平
大

上
牧
の
本

仁
五
谷

鑢

院

の

通
り
越
え
の
転

（渡
鳥
の
道
の
場
合
も
あ
り
）

ツ
パ

（湿
地
の
中
の
微
高
地
の
転
化
か
）

一基
期
雨

含
一斎
市

の
墓
８

神
社

舘
、
土
居
の
ま
え
翁
］田
と
い
盟
地
名
あ
ι

諄
勲
Ｆ
値
の
銀
が
休

餅
状
の
地
、
小
盆
地
、

（全
国
に
多
い
）

古
代
条
里
制
の
名
残
り
現
在
南
北
に
流
れ
る
水
路
の

間
隔
が
大
体

一
〇
〇
難
あ
り
坪
の
名
残
り
を
示
す

笠
は
小
高
い
地
形

（地
影
か
ら
き
た
坪
割
か
）

鐘
撞
免
の
地
名
は
各
地
に
あ
り

人
名
か

右
に
同
じ
傘
・に
は
正
面
ヽ
傍
ら
な
ど
Ω
亭
２
の
６

場
所
的
地
名
か

牧
場
に
関
係
あ
り

（駅
馬
、
伝
馬
の
鍵
係
）

不
明

（古
代
軍
団
に
関
係
あ
る
語
と
の
説
あ
↓

地
犠
の
語
源
と
考
え
ら
れ
る
こ
と
が
ら

岩
明
寺

小
と
う
な
向

大
と
う
な
向

こ
も
が
さ
こ

道
城
谷

掛
迫
自

ノ
谷

あ
け
の
た
な

草

広 嘴
鐵

盤
岩
明
寺

小
道
奈

大
道
奈

コ
モ
ガ
迫

道
城
掛
迫
城
ケ
谷

ウ
子
田

力
子
ガ
久
保

東
ウ
子
田

石
仏

ノ
向

明

ノ
端

平
の
前

原
の
前

原
久
保

寧

広

粟
塚 磯
鯛
場
會
の

道

含
」う
は
タ
オ
、
タ
ワ
の
様
化
）
奈
は
土
蟻
命
場

を
表
わ
す
、
竃
状

（ア
ー
チ
型
）
の
土
地

ま
こ
も

（植
物
）
が
生
え
て
い
た
所

城
へ
の
防
禦
施
設
が
有
っ
た
と
思
わ
れ
る

カ
ケ
は
け
わ
し
い
と
一言
つ
意
味

掛
追
減
の
関
係

小
高
く
連
る
処

（自
然
堀
防
を
意
味
す
０

鉱
山
関
係

（当
地
で
は
石
切
場
が
多
い
ら
し
い
）

高
い
所

（あ
げ
）
あ
く

（湿
地
）
谷
間
の
小
盆
地

ひ
ら
に
は
正
面
の
意
あ
り

（城
の
正
面
の
意
あ
り
）

地
形
語

（原
と
野
は
意
味
が
異
な
る
）

（塚
は
古
墳
と
は
限
ら
な
い
）

蟻
名

の
語
源
と
考
え
ら
れ
る
こ
と
が
ら

-30-



本
辻

助

迫
た
し
ま
だ

上
才

ノ
木

柚

ノ
木

上
ま

き

艮
山

天

田
二
塚
の
町

馬

場

さ

こ

身
な
げ

龍
王
面

神

明 （井
手
迫
）

宮
の
ま
わ
り

と
ば
よ
り
砂
山
道

本
谷
太
郎
二
郎
ケ
久
保

赤
子
岩

本

辻

助

迫
田
島
田

柚

杭
上
牧
下
牧
艮
山

天

田

畑

田
二
塚
石
鳥
居

馬

場

サ

コ

身
な
げ
石

大

塚
龍
王
免

神

名
井
手

ノ
内

宮
廻

砂

山
本
谷
宇
多
次
郎
久
保

赤
子
の
足
跡
型
の
あ
る
岩

（夜
泣
き
止
の
信
０

村
の
中
心
の
辻

ス
キ

（剥
き
か
）
両
側
が
崖
を
な
し
た
谷

（島
状
に
ポ
ツ
ン
と
あ
る
田
か
）

才
は
塞

（村
境
）
に
あ
る
し
る
し
の
本

牧
場
の
あ
っ
た
所
と
み
て
よ
い

（駅
馬
、
伝
馬
の
飼
育
、
中
世
武
士
の
馬
）

艮
神
社
の
あ
る
山

高
い
所
の
田
、
雨
田
、
尼
田
な
ど
あ
り

お
宮
と
の
関
係

小
さ
な
谷

岩
の
形
や
地
形
か
ら
き
た
形
容
語

雨
ご
い
の
神
を
杷
る
為
の
免
田

神
様
の
意

（大
照
大
神
を
さ
す
事
が
多
い
）

地
形
、
土
質
か

開
発
者

の
名
か

ゆ
き

の
ぶ

五
輪
谷

は
し
原

も
ろ
迫

天

王
岡 五
反
田

七
反
田

岡

本

行
信

（
延
）

五
輪
峠

蓮
当
寺

慶
シ
ン

西
林
坊

仁

後
羽
子
原

亀

原

若

宮 迫

古
江
木

新

張
外
五
反

天

王

田
和

仲

田
岡 広

岡
五
反
田

七
反
田

茶

ノ
木
畑

（端
）

田
中
竹
ケ
端

岡

本

新
開
者

の
名

か

五
輪
塔
が
あ
る
の
で
は
な
い
か

不
明

（前
出
）

鳥
も
ち
で
鳥
を
取
る
仕
掛

（
ハ
ガ
、
ハ
ジ
と
言
・３

亀
は
神
に
通
ず
、
若
宮
と
関
連

本
宮
の
祭
神
の
分
霊
を
杷
っ
た
宮

山
で
囲
ま
れ
た
小
さ
い
河
谷
の
小
盆
地

小
支
谷
、
谷
状
の
湿
原

新
開
地

（墾
―
ハ
リ
）

牛
頭
天
三
社
の
あ
る
所

峠

（タ
ワ
）
の
変
化

田
の
存
在
形
態

（囲
ま
れ
た
田
）

自
然
地
形

（中
心
に
な
る
所
が
多
い
）

卿
ま同（と開一剛
岬
の一）囃
醍
¨
論
郭
飲
研
Ю
Ⅶ
Ｆ
肪
あ
い
一

居
住
状
態

（田
の
中
）
か
ら
の
命
名

塁
館
の
あ
る
丘
の
端
、
高
台
の
先
端
な
ど

自
然
地
形

（中
心
に
な
る
所
が
多
い
）
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西
由
醸

大
谷
い
や
な
ぎ

に
う
道
迫

広
超
大
塚

池

ノ
内

本

谷
藤
の
本

大
池
下
才

ノ
本

西
由
爾

香
合
岩

カ

ネ

イ

久

保

大
谷

井

柳
仝

ノ
ロ

全
ノ
平

本
綿
畑

入
道
ケ
迫

広
畑
乳
母
糠

埋
池
ノ
内

本

谷
油
ケ
追

飛
渡
り

狸

原
西
ウ
子
田

せ
ん
な
ぎ

藤

の
本

西
才

ノ
木

東
才

ノ
木

畑
ケ
田

行
信
新
涯

寄
信

ご
つ
ご
つ
し
た
議
し
い
岩

（皇
后
島
、
庚
缶

ｅ

前
出
位
置
、
大
き
さ
、
な
ど
か
ら

戦
国
時
代
末
期
よ
り
裁
培
さ
れ
て
い
る
の
で
、
こ
の

地
方
で
も
植
え
て
い
た
と
思
わ
れ
る
。
　
含
一河
繁
曲

に
多
い
備
後
絣
に
関
係
あ
る
か
も
）

開
発
者
に
関
係
か

山
姥
な
ど
の
伝
説
地
が
多
い

中
心
に
な
る
谷

（地
域
的
な
も
の
）

地
形
、
状
況
か
ら
の
地
名

身
近
な
動
物
な
の
で
各
地
に
あ
り

畝
田
に
つ
い
て
は
前
出

［粧議中）村境の附近

（右
議
二
件
が
中
世
名
田
で
な
く
近
世
の
者
の
証
）

新
開
者
の
名
か

六
反
田

池

猥

票
畿
田

と

だ
後
茶
湯
山

勝
負
さ
こ

す
う
め
ん

郷
蔵
屋
敷

油

ノ
上

ね
び
ら

も

ろ

池
頭

い
塁
や
う

大
池
平

大
草

茶
菫
山

吹

矢
中
井
手

ド

ウ

ド

ウ

友

石

井

領
坊
寺
獄

黄
番
窪

大
久
保

大
池
平

大
草
花
免

雀

越

湿
田
を
意
味
す
る
場
合
が
多
い

多
く
の
場
合
水
源
、
湧
き
水
の
あ
る
所
を
言
う

す
え

爾

）
免

か

金
属
を
ふ
く

（鋳
物
師
、
鍛
冶
農
か
）
矢
は
最
か

川
の
流
れ
る
音
の
擬
音
地
名

用
水
料
の
管
理
者
又
は
其
れ
を
賄
う
土
地

傍
示

（境
の
標
を
ボ
ウ
ジ
と
い
う
）
村
境
の
山

黄
播
様

（軍
の
神
）
を
祭
る
か

（城
と
の
関
係
）

平
は
平
地
と
言
う
よ
り
も
池
に
面
し
た
と
い
う
意

共
同
採
草
地
か

寺
、
社
の
免
露

（蓮
当
寺
の
奥
の
院
か
）

稲
積
型
の
山
を
ス
ズ
メ
、
又
清
水
の
転
化
か
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う
ら

か

い
ち

と
う
が
い
ち

さ

い
ま

山
神
山
崎
新
そ
う

く
わ
ん

お
ん

お
き
谷
ガ
坪

岡
か

い
ち

も

ろ

田

垣
内
垣
内
祭
、
斎
と
関
連
す
る
か
、
ま
た
場
所
を
示
す

そ
う

（添
え
る
）
か
、
新
追
加
地

垣
内

（中
核
的
屋
敷
）
分
村
を
言
う
事
も
あ
る
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